




があり，建物②は南側外壁が焼けて変色しており，
室外機も溶融している（なお，室外機の材質など
は調査できていない）。双方の建物ともに新しい
建物であり，揺れによる被害がなく，そして目視
による推定ではあるが，建物①の受熱面は金属製
外壁材，建物②の受熱面はモルタル塗りの外壁と
推測され，外壁の防火性能も高いとみられ，内部
延焼はしていないものとみられる。総務省消防
庁6）によればこの付近の放水はほとんどなかった
ようであるが，写真のように，建物①東側の庭に
は多数の火の粉が飛散している跡がみられた。な
お建物①の道路を挟んで南側にある加熱側建物は，
Google Mapsストリートビューによれば外壁に木
が用いられた 2階建ての裸木造であった。阪神・
淡路大震災時の焼け止まりを分析した先行研究15）

でも「防火木造であっても，モルタル壁等の外壁
仕上げ材が剥離していないもので，隣接建物に面
する外壁面に開口部がない，もしくは小さくて網
入りガラスによって防護されているものは延焼を
免れていたり，延焼阻止に役だっている」と報告
しており，同様の事例が本火災においても確認で
きたとみてよい。以上から，当箇所で焼け止まっ
た理由は，約10mの建物間距離と東側の空地，
受熱側建物に揺れによる外壁・開口部の被害が見
られなかったこと，外壁の防火性能が高かったこ
と，受熱側建物の開口部が少なくまた小さかった
ことなどが考えられる。

3.�2　�建物間距離の短い箇所における焼け止ま
り

　建物⑯および㉜は，建物間距離が短いにもかか
わらず内部延焼がなく，焼け止まったエリアであ
る（写真 2）。建物⑯は西側の焼失建物と1.5mの
距離であるものの，焼失を免れている。焼失を免
れた建物の西側外壁はトタン板であり，その防火
性能は木を用いた外壁よりは高い。また住民ヒア
リングによれば，西側建物が延焼している時刻は
南風であったようであり，風向きによる影響や，
総務省消防庁6）によれば，南約500m離れた河井
小学校のプールの水を使って消防団が放水したそ
うであり，放水による影響もあったと考えられる。

なお Google Mapsストリートビューによれば，
加熱側建物東側はトタン板とみられ，それなりに
防火性能が高かったと推察される。他方で建物㉜
は北側の加熱側建物からの距離が約 1mとごく
僅かである。焼失建物は鉄骨構造であり， 3階は
大きく焼損しているものの， 1階南側の壁は損傷
していない。建物㉜は金属製外壁材が用いられて
おり，外壁の防火性能は木を用いた外壁よりも高
いことが伺える。またこの建物は 2階建てであっ
たため，北側加熱側建物の 3階の影響を受けづら
かった可能性もある。他方で，上述した日本テレ
ビによる20時のヘリ映像によると，この付近では
20時の時点で放水が確認されており，またアメダ
スデータや住民ヒアリングによれば，風向も南風
に変わった後と考えられる。上記より，本火災で
建物間距離が狭いにも関わらず焼け止まった理由
は，受熱側建物外壁の防火性能並びに加熱側建物
の外壁防火性能や風向，消防活動の影響と考えら
れる。

写真 2　建物間距離の短い箇所における焼け止まり
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3.�3　�焼失範囲最南部の焼け止まり
　建物㉔から㉗は北側の焼失範囲との間に大きな
空地（最も近い建物間距離は約17 mと推察され
る）があり，延焼が阻止されている（写真 3）。こ
の間には樹木が並び，ここに焦げた跡があるため，
火災加熱による影響があったことは伺える。
Google Mapsストリートビューによれば，加熱側
建物南側はトタン板とみられ，受熱側建物もトタ
ン板とみられる外壁が多く，うち 1棟は倒壊して
いるが，外壁等に加熱の影響は見られなかった。
上述した日本テレビによる20時のヘリ映像による
と，この付近では20時の時点で放水が確認されて
おり，またこの区域が延焼している時間帯は，風
向も南風に変わった後と考えられる。このため焼
け止まった理由は，空地の存在，風向，消防活動
による影響と考えられる。

3.�4　�焼失範囲南側中央の焼け止まり
　次に焼失範囲南側中央，すなわち建物⑰から㉓
の焼け止まりについて考察する（写真 4）。はじ
めに，建物㉓の西側建物は完全に焼失しており足
元に瓦礫が残るのみであったが（図 2黒矢印），
焼失範囲との間には大きな空地があり［5］，この影
響で東側への延焼が阻止されたと考えられる。ま
た当該エリアの北側は焼失しているが，この加熱
側建物は Google Mapsストリートビューによれ
ば裸木造から鉄骨造まで多岐に富んでいる。他方
で受熱側の南側建物は，揺れによる被害で倒壊し
たものが 2 軒あり，また Google Mapsストリー

トビューによれば裸木造のような防火性能の低い
ものから，構造は不明であるが防火性能が高そう
なものまでさまざまであった。さて，この間の道
路幅員は6.5mとやや広幅員であり，また住民ヒ
アリングによれば当該エリア北側が延焼していた
のは南風に変わった後ということである。なお消
防庁の報告書によれば，このエリアは放水をして
いるが放水量は多くなかったとのことである6）。
つまり，このエリアは空地と道路幅員，風向，小
規模の放水によって焼け止まったと考えられる。

3.�5　�伊右エ門通りの焼け止まり
　次に伊右エ門通りの焼け止まり，すなわち建物
⑨から⑭について記述する（写真 5）。はじめに，
延焼が阻止された道路幅員は約4.5mと計測され
た。また，東側の受熱側建物はやや新しく，また
不燃の外壁材を用いた建物もあり，裸木造は見ら
れない。また建物⑨の外壁が落下している（この
理由は，揺れによる落下のみならず，壁裏の残火
確認のために消防隊が外壁を剥がした可能性もあ
る）以外は，揺れによる被害もそこまで見受けら
れない。他方で Google Mapsストリートビュー
によれば，加熱側建物には裸木造も散見された。
また，阪神・淡路大震災時の焼け止まりを分析し
た先行研究15）では「幅員の広い道路，学校の校庭，
公園，駐車場，敷地内空地などの空地は延焼阻止
に役立っている」と報告されているが，これと同
様に伊右エ門通りは道路沿いに駐車場や空地も多
く，これが延焼阻止に寄与した可能性もある（た

写真 4　焼失範囲南側中央の焼け止まり写真 3　焼失範囲最南部の焼け止まり
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だし，上記は駐車車両が炎上した影響を考慮した
ものではない）。以降では，Google Mapsスト
リートビューおよび現地調査で撮影した写真から，
伊右エ門通り沿い建物の配置関係について詳しく
言及する。はじめに建物⑨は混構造と推測される
が，西側の外壁は落下しており，これが揺れによ
るものだとすれば，延焼の可能性はありうる一方，
道路を挟んでその西側建物はモルタル塗りの外壁
を伴った木造建物と推測される。建物⑩はモルタ
ル塗りの外壁を伴った木造建物と推測され，一方
でその西側建物は外壁の一部に木が用いられた木
造建物と推測される。建物⑪は金属製外壁のよう
にも見える木造住宅と推測されるが，この西側建
物の道路反対側には約 4mの幅の駐車場があり，
その先には外壁に木を用いた裸木造となっている。
建物⑫は金属製の外壁を有した木造建物と推測さ
れるが，この西側に正対する建物は 2軒あり，と
もに木造建物で，北側建物の外壁はモルタル，南
側建物の外壁はトタン板と推測される。建物⑬は
外壁に不燃材料を用いた鉄骨造建物であるが，そ
の西側建物は外壁がモルタルの木造住宅と考えら
れる。なお，図 2のように，駐車場の存在により
両者は道路幅に加えて約 4mの隔離距離がある。
建物⑭は外壁モルタルの木造住宅と考えられ，そ
の西側建物は金属製外壁のようにも見える木造住
宅と推測される。なおこの間には駐車場があり，
両者には道路幅に加えて約 5mの隔離距離がある。
上記をまとめると，伊右エ門通りを挟んで東西の
いずれかは外壁がモルタルか金属製の外壁であり，

特に焼け止まった受熱側建物については，外壁に
木を用いた裸木造はなかった。これより，このエ
リアは主に受熱側建物の外壁の健全性，防火性能，
消防活動のいずれかもしくは複数の条件によって
焼け止まったと考えられる。

3.�6　�馬出し小路の焼け止まり
　最後に取り上げるのは馬出し小路の焼け止まり
であり，建物④，⑤が該当する（写真 6）。道路
幅員は約 5mと計測される。このエリアは本火
災でも最後に延焼した地域であることが知られて
おり，大津波警報が津波注意報に切り替わった後，
消防が海水を用いた放水活動をしていたエリアで
ある。阪神・淡路大震災時の焼け止まりを分析し
た先行研究15）では「木造密集街区内の狭い街路
（ 2 ～ 3m）や隣接した木造家屋の間でも，消防
隊の放水により延焼阻止が行なわれた箇所があ
る」と報告されており，消防活動が十分に行われ
ていたのであれば，幅員約 5mで延焼阻止がで
きても不思議ではない。さて当該エリアでは，東
側の受熱側建物は外壁に木材を使用し，かつ建物
倒壊で道路部分に木材がはみ出すなど延焼可能性
は高いと考えられるが，建物自体は加熱による影
響をほとんど受けておらず，東側の延焼には至っ
ていない。Google Mapsストリートビューによれ
ば西側の焼失建物は裸木造もあり，防火性能が低
いものからやや高いものまであるものの，現地調
査では壁が残っている建物も見られる。なお，当
該エリアが焼け止まった時刻は出火より相当経過
した時点であり，風向や風速が上記の通りとは限

写真 6　馬出し小路の焼け止まり

写真 5　伊右エ門通りの焼け止まり
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らない。いずれにせよ，このエリアは主に消防力
で焼け止まったと考えられる。

3.�7　�焼け止まりに関する総括
　ここで示した 6パターンの焼け止まり条件を整
理したものが表 3である（表中でやや高いなどの
表記があるものは，本文該当部分を参照）。なお
ここでは，18時50分以降における風向や風速の詳
細が得られていないため，火災覚知時点から18時
40分までに得られた風速データをもとに，表中の
風向・風速を記入している。これらはともに弱風
下での延焼事例であり，また焼け止まりが確認さ
れた場所の特徴を整理したものにすぎないため，
焼け止まりが発生する必要・十分条件とは言えな
いが，今後はこれをもとにより建物単位での詳細
な分析を行うことで，今後の市街地整備に有用な
分析結果を導くことが可能と考えられる。

4 ．おわりに
　本稿は，令和 6年能登半島地震時に輪島市河井
町朝市通り付近で発生した地震火災について，建
物に焦点を絞った現地調査を行い，焼失建物と焼
け止まり建物のデータベースを作成することで，
本火災の詳細な記録を残し，また本火災における
焼け止まり条件を整理することができた。この結
果，本火災の焼損棟数は全焼249棟，部分焼 7 棟
であり，焼失範囲の面積が約52,000m2と推定，
そして被害の概要は図 2に示すとおりであること
が明らかとなった。また，この調査結果と公的機

関の情報を突き合わせて整理することで，表 3に
示すような多様な焼け止まりの詳細も得られた。
焼け止まりに関する本研究の主な成果は，下記の
とおりである。
1． 本火災は焼け止まり要因として河川と空地の
割合が多いことからもわかるように，西側を
河川，北側および南西の一部を空地で囲まれ
た市街地において発生したものである。

2． 揺れによる外壁や開口部の被害がなく，外壁
の防火性能が高く開口部面積が小さい場合，
消防活動がされなくても弱風下の風下で建物
間距離が10mあれば延焼が阻止された。

3． 建物間距離が 1mや1.5mと短くても，加熱
側・受熱側建物の外壁防火性能は木を用いた
外壁よりは高く，受熱側建物に外壁の揺れ被
害がなければ，弱風下風上側・風下側延焼は
阻止された。

4． 受熱側建物に揺れによる被害があり，かつ加
熱側・受熱側建物に外壁の防火性能の低いも
のがあっても，弱風下の風上かつ道路幅員が
6.5mあれば，消防活動により延焼は阻止さ
れた。

5． 受熱側建物の防火性能が低くなければ（一部
外壁の剥離あり），道路幅員4.5mで消防活
動がされていれば，弱風下の風横側延焼は阻
止された。

6． 受熱側建物の防火性能が低くかつ揺れによる
被害があっても，道路幅員が 5mあり，消
防活動が行われれば弱風下の風横側延焼は阻

表 3　本火災で確認された 6種類の焼け止まりパターン

受熱側の建物概要 加熱側の建物概要

焼け止まり箇所 建物番号 揺れ被害 防火性能 防火性能
焼失範囲からの
最近隣道路・ 
建物間距離（m）

放水 樹木 風向 平均風速

焼失範囲北側 建物①～② なし 高い 低い 10 なし なし 風下 1-3 m/s

建物間距離の狭い
箇所

建物⑯ なし やや高い やや高い 1.5 あり なし 風横 1-3 m/s

建物㉜ なし やや高い やや高い 1 あり なし 風上 1-3 m/s

焼失範囲最南部 建物㉔～㉗ あり やや高い やや高い 17 あり あり 風上 1-3 m/s

焼失範囲南側中央 建物⑰～㉓ あり 高い～低い 高い～低い 6.5 あり なし 風上 1-3 m/s

伊右エ門通り 建物⑨～⑭ ほぼなし 高い～やや高い やや高い～低い 4.5 あり なし 風横 1-3 m/s

馬出し小路 建物④～⑤ あり 低い やや高い～低い 5 あり なし 風横 1-3 m/s

※ ただし，風向・風速は火災の初期段階にアメダス輪島で得られたデータを記載しているほか，表中にある防火性能の高い・
低いなどは文中の記述に基づいている。
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止された。
　これらは表 3を整理したものであるが，本研究
では19時以降の風向・風速が十分に得られていな
い中での記述である。また，大規模火災による輻
射熱の影響は，火災の規模にも依存するが，本火
災においては十分にビデオ映像などが得られてい
ないため，関藤12）で行われた火災の規模や火炎の
高さと照らし合わせた焼け止まりの分析はできて
いない。このため，今後の分析には限界があるも
のの，本稿で主に取り扱った「焼け止まり線」と
しての評価のみならず，建物単位での焼け止まり
分析は可能と考えられ，その点は今後の課題とす
る。
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2月10日に調査），山下平祐（清水建設， 2月
10日に調査），花井英枝（竹中工務店， 2月10
日に調査），廣井悠（東京大学， 1 月 5 ～ 6
日・ 2 月10日・ 2 月23～24日の 3 回調査），
大津山堅介（東京大学， 1 月 5 ～ 6 日・ 2 月
23～24日の 2回調査），ピニェイロアベウ（東
京大学， 2月10日に調査），苫米地毅大（当時
東京大学所属， 1 月 5 ～ 6 日・ 2 月10日・ 2
月23～24日の 3 回調査）の 9 名が参加した。
なお共著者の苫米地は，調査当時に東京大学
に研究生として所属しており，現在在籍する
機関の見解ではない。

［ 2］ なお本稿で確認した Google Mapsストリート
ビューは，2023年10月時点で撮影された画像
である。

［ 3］ 焼失範囲内の道路を除いて面積を計測すると
42,652 m2と推定された。なお，消防による報
告6）では延焼棟数約240棟，焼失面積約
49,000 m2と速報されており，調査によって若
干数値は異なる。

［ 4］ なお，輪島市の土地利用計画図によれば，焼
失区域は近隣商業地域及び第二種住居地域で
あり，防火地域・準防火地域はかかっていな
いが焼失範囲のすぐ南側は準防火地域が指定
されている場所であった。

［ 5］ なお被災前において最新の地理院地図ではこ
の空地に建物の概形が記録されており，ごく
近年に建物が滅失してできた空地と考えられ
る。

参考文献
1 ） 総務省消防庁：令和 6年能登半島地震による被
害及び消防機関等の対応状況（第74報），2024．

2 ） 廣井悠：令和 6年能登半島地震時に発生した火
災現象に関する調査研究，火災，Vol.74，No.2，
日本火災学会，2024．

3 ） 廣井悠・山田常圭・坂本憲昭：東日本大震災に
おける津波火災の調査概要，地域安全学会 論
文集，No.18，pp.161-168，2012．

4 ） 廣井悠：津波火災に関する東日本大震災を対象
とした質問紙調査の報告と出火件数予測手法の
提案，地域安全学会 論文集，No.24，pp.111-
122，2014．

5 ） 廣井悠：階層ベイズモデルを用いた地震火災の
出火件数予測手法とその応用，地域安全学会
論文集，No.27，pp.303-311，2015.11．

6 ） 総務省消防庁：令和 6年能登半島地震に伴い石
川県輪島市で発生した大規模市街地火災に係る
消防庁長官の火災原因調査報告書，2024.05.28.

7 ） 日本火災学会：1995年兵庫県南部地震における
火災に関する調査報告書，1996.11．

8 ） 日本火災学会：2011年東日本大震災火災等調査
報告書（完全版），2016.03．

9 ） 廣井悠・松原龍・上園智美・渡辺竜之：糸魚川
市大規模火災における住民の避難行動調査，都
市計画論文集，No.54-3，pp.1101-1108，2019．

10） 東京消防庁：兵庫県南部地震に伴う市街地大火
の延焼動態調査報告書，1995．

11） 総務省消防庁：地元消防本部と消防団の活動状
況等，輪島市大規模火災を踏まえた消防防災対
策のあり方に関する検討会第 1 回資料，2024. 
03.18.

12） 総務省消防庁：輪島市大規模火災における緊急
消防援助隊，石川県内応援隊の取組，輪島市大
規模火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関
する検討会第 1回資料，2024.03.18.

13） 関藤幹人・越山健二・北後明彦・室崎益輝：阪

廣井・北後・大津・村田・山下・花井・大津山・ピニェイロ・苫米地：令和 6年能登半島地震の輪島市朝市通り付近における市街地火災の建物被害調査と焼け止まり状況の分析720



神・淡路大震災の市街地火災における火災形状
と延焼遮断効果に関する研究，都市計画論文集，
Vol.34，pp.673-678，日本都市計画学会，1999．

14） 岩見達也・室崎益輝：阪神・淡路大震災におけ
る出火・延焼状況の事例調査，都市計画論文集，
Vol.32，pp.727-732，日本都市計画学会，1997．

15） 関沢愛：阪神 淡路大震災における火災の発生
状況と焼け止まり状況について，第25回安全工
学シンポジウム予稿集，pp.61-68，1995．

（投 稿 受 理：2024年 7 月 1 日
訂正稿受理：2024年 9 月15日）

要 旨

　本稿は，令和 6年能登半島地震時に輪島市河井町朝市通り付近で発生した地震火災について
調査した結果を報告するものである。調査の結果，焼損棟数は全焼249棟，部分焼 7棟であり，
焼失範囲の面積が約52,000 m2と推定された。なかでも特に著者らは本火災で建物に焦点を絞っ
た現地調査を行い，焼失建物と焼け止まり建物のデータベースを作成することで被害の詳細な
記録を残し，これと公的機関による情報等も収集し，出火・延焼・消防の 3点から本火災の概
要を整理した。そして本稿ではさらに，本火災における焼け止まり条件を抽出した。この結果，
6パターンの焼け止まり箇所において多様な延焼阻止の条件が得られた。
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